
全労連チェンジ全国⼀律最低賃⾦キャンペーン活動交流集会 20250418   13:30～16:00      はしもと参加記録 

 

 

 

 



 

特別報告 

秋田から報告 県労連伊藤さん 

25 自治体中 18 自治体議会で意見書 

2000 年からすべての自治体要請行動実施。3 月議会で意見書採択、5 月には間に合おうスケジュールで 

8 地域労連ごとに自治体キャラバン意思統⼀会議。1 月に首長・議長訪問要請書提出→1 月下旬からキャラバン 

陳情内容は議会のみならず、当局にも配布・データ送信。議会 30 分、首長部局 30-60 分 首長と話せることも 

昨日もたじのしと懇談。往復 5 時間半かかるが新議員選出直後。社会保険料支援などとセットを強調。 

採択・不採択、揺れも見える。 

 

黒澤 意見書全国のもの資料 4 ページに。福島半〇は 1000 円→全国⼀律〇ふえている 

 

福島県労連 野木 

去年までの自治体意見書はほぼ連合福島の取組。全国⼀律 1500 円で県労連、今年出した→様子見だったが 12

自治体で採択。こっちもびっくり。運動のひろがり感じる。 

子育て支援策は広がっている。その少子化対策の前提としての最賃 趣旨に賛同ひろがっている。 

 

大阪労連 永井副議長 

春闘ビラ 最賃は A ランク 憲法の問題 生計費調査の取り組みもこのビラに。 

 

経営団体との協議では 1114 円でも近隣から人が来ると思っている。大阪府との懇談は箸にも脳にもかからない 



保育団体など各種団体訪問。民医連からは講師に呼ばれた。意見書は全会⼀致原則。狭山市では 5 分間説明も 

寝屋川市 伝統的に対話活動さかん。元連合労組とも。 

 

15:00 現在 121 人参加 

 

群馬 県労会議 おのざと 

 

4 月 22 日にスタート集会 オンラインで中澤さんも。 

 

埼労連 りゅうおさん 

20 人ほどで最賃体験実施中。 

 

大阪労連 

3 年前に 20 代集めて実施。今年新たに 20 代募集してオンラインも可で生計費調査実施。最賃体験は若い人にと

どまらず年寄りも含め実施。 



新庄最上ローカルユニオン 

仙台へ集中。仙台からは首都圏に流出。東京はじめ大都市圏、生計費原則を強調して 1 日も早く 1700 円へ。大

都市が上がること必要。 

 

神奈川労連 あべ栄子副議長 

地域議員訪問行動 5 月 20 日までに と地域組織に提起。 

最賃闘争委員 をきめ、陳情書を提出。地域共同のきっかけ＝2023 年 6 月地元国会議員総訪問。17 議員事務所

を 6 つのコースにして 8 地域組織参加。地元有権者参加が効果的と実感。3 地域組織がみづから陳情書提出。 

 

千葉労連 やざわ 

国会記議員訪問 正直対応は？だったが、今回やってみて多くの議員・秘書が要請を受けてくれた 15 人（県

内 31 議員中）議員事務所が受けてくれた。請願銀紹介議員を頼む。長浜参議院議員＝政策秘書が来てもらわな

くとも県労事務所にいきます 安藤（千葉 6 区）議員会館訪問約束。すでに回答もらっている。関係選挙区地域

組織にも同行求めている。 

 

大阪 阿部さん 

4 つのポイント浸透しない。わかる人増やさないと。 

 

黒澤 

生協労連 議員訪問。8 ページに 53 人賛同の名簿。7 ページに 700 人の国会議員中、128 人全国⼀律に賛同議

員。（過去最高） 

 

おおさかいずみ市民生協 山本 

非正規 7 割 チャレンジャー 10 筆から 100 筆まで、20 人の執行委員などがチャレンジ 18 名が達成 

執行委員はじめての人 10 筆チャレンジ→110 筆以上あつめた。新しい風がまわりにも。 

大阪労働局に出す署名も取組中。 

103 万円の壁＝分会学習会で 1 筆から 29 筆に 

 

黒澤 ネット署名よりも⼀筆⼀筆が大切では 5 月 22 日にむけ。 

 

学生意見陳述の取組 徳島文理大学 斎藤ゼミ ここで電源切れ 

 

 

 


